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　はじめに

イソハゼ属 Eviota Jenkins, 1903 は浅海サンゴ礁

域に生息する小型ハゼ科魚類で，現在，114 有効

種が知られている（Greenfield, 2017; Greenfield et 

al., 2018）．本属に含まれる種数は海産硬骨魚類で

5 番目に多く，その内，サンゴ礁域に生息する魚

類ではウツボ属に次いで 2 番目に多い（Greenfield, 

2017）．イソハゼ属魚類 114 種の内，日本国内で

はこれまでに 44 種が報告されている（Greenfield 

and Suzuki, 2012; 明仁ほか，2013; Greenfield et al., 

2014a, b; Suzuki and Greenfield, 2014; Suzuki et al., 

2015; 鈴木ほか，2015）．

鹿児島県トカラ列島と奄美群島における魚類

相調査の過程で，奄美群島の沖永良部島からシマ

ミドリハゼ Eviota afelei Jordan and Seale, 1906 が 1

個体，同島とトカラ列島の口之島と平島からキビ

レ イ ソ ハ ゼ Eviota flavipinnata Suzuki, Greenfield 

and Motomura, 2015 が計 5 個体採集された．本研

究はシマミドリハゼとキビレイソハゼの日本にお

けるこれまでの報告を再検討し，鹿児島県トカラ

列島と奄美群島産の標本と水中写真などの追加資

料に基づき，日本における各種の分布状況を明ら

かにしたのでここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Suzuki et al. (2015) にしたがっ

た．頭部感覚器官の名称は明仁ほか（2013）にし

たがった．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．標準体長は体長

または SL と表記した．計測はデジタルノギスを

用いて 0.01 mm 単位まで行い，計測値は体長に

対する百分率（%）で示した．胸鰭，腹鰭，頭部

感覚孔の観察，および鱗の計数にはサイアニンブ

ルーを用いた．シマミドリハゼの色彩の記載は

Fig. 1 に，キビレイソハゼの色彩の記載は Figs. 5, 

6 に基づく．本報告に用いた標本と生鮮時の写真

は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）と大阪

市立自然史博物館（OMNH）に保管されており，

引用した水中写真は神奈川県立生命の星・地球

博物館の魚類写真資料データベース（KPM-NR） 

に登録されている．上記の他に横須賀市自然・人
文博物館の略号 YCMを本文中で用いた．

　結果と考察

Eviota afelei Jordan and Seale, 1906

シマミドリハゼ　（Figs. 1, 2, 4; Table 1）

観察標本　KAUM–I. 123574，雌，体長 9.5 mm，

鹿 児 島 県 大 島 郡 沖 永 良 部 島 知 名 町 屋 者 沖

（27°20′23″N, 128°36′07″E）， 水 深 10–18 m，2018

年 10 月 24 日， 手 網， 上 野 大 輔・ 松 岡　 翠・

KAUM 魚類チーム．

参考標本　3 個体（体長 9.7–15.4 mm）：OMNH 

-P 23943，雌，体長 11.9 mm，OMNH-P 23944，体

長 9.7 mm， 沖 縄 県 恩 納 村 沖 縄 島 眞 栄 田 岬
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（26°26′36″N, 127°46′06″E）， 水 深 1 m，2011 年 6

月 30 日，タモ網，安部肯治；OMNH-P 34730，雌，

体 長 15.4 mm， 沖 縄 県 恩 納 村 沖 縄 島 眞 栄 田 岬

（26°26′36″N, 127°46′06″E）， 水 深 1 m，2008 年 8

月 18 日，タモ網，安部肯治．

参考資料　KPM-NR 91914，高知県幡多郡大月

町柏島一切，水深 7 m，2006 年 11 月 26 日，上野

浩司．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示す．体は細長く，側扁する．吻端

はやや丸みを帯びる．鼻孔は 2 対で眼窩の直前に

位置する．管の先端に開く前鼻孔と円形の後鼻孔

は互いに接近する．口裂は斜位でやや大きい．上

顎後端は眼の中央直下に位置する．眼は大きく吻

Fig. 1. Fresh (A, B) and preserved (C) specimen of Eviota afelei collected from Okinoerabu-jima island, Amami Islands, Kagoshima, Japan 
(KAUM–I. 123574, female, 9.5 mm SL).
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長より大きい．両眼間隔は狭い．両顎歯は先端が

やや内側にまがった円錐歯である．

第 1 背鰭は三角形で，第 1 背鰭起部は胸鰭基

部後端上方よりやや後方に位置する．第 2 背鰭

と臀鰭の第 1 軟条は不分枝で，その他は先端ま

たは基底部（最終軟条）で 2 分枝する．臀鰭起部

は第 2 背鰭第 1 軟条基部直下に位置する．胸鰭

は上部 9 軟条が不分枝で，それより下部は分枝す

る．胸鰭後端は第 2 背鰭起部直下に達する．腹鰭

起部は胸鰭基部後端直下に位置する．左右の腹鰭

間に膜蓋はなく，癒合膜は痕跡的である．腹鰭第

4 軟条は 7 本の分枝をもち，各分枝間に 2 分節が

ある．腹鰭第 5 軟条は不分枝で短く，その長さは

第 4 軟条の 11.7%．腹鰭軟条間の鰭膜は未発達で

ある．腹鰭後端は倒すと臀鰭起部に達する．尾鰭

後縁は丸みを帯びる．体は弱い櫛鱗でおおわれ

る（体前方の鱗は脱落しており不明）．

頭部には前眼肩胛管に開孔 B’，C(S)，D(S)，E，

F’ がある．前鰓蓋管に開孔 N’ および O’ がある．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1A, B）：体の地色は

半透明の白色で，頭部は灰色がかる．体側の鱗

鞘縁辺はうすい黄色である．頭部には小さな赤

色点が散在し，不明瞭な 6 個の赤色斑を形成する．

そのうち 3 個は頭部背側，残りは頬部にある．鼻

管は白色．虹彩は明るい黄色から褐色がかった

黄色で，赤色の放射状帯がある．鰓蓋部から臀鰭

起部にかけて不明瞭な 3 個のうすい赤色がかった

灰色斑がある．体に赤色がかった黄色帯が約 11

本あり，臀鰭起部から尾鰭基部までの帯は 7 本．

鰓蓋上部，胸鰭基部，およびに尾柄部に明瞭な黒

色斑紋はない．各鰭の地色は半透明の白色からう

すい赤色で，中央部を除く第 1 背鰭，第 2 背鰭縁

辺部，および臀鰭中央部に黒色色素胞が密集する．

 固定時の色彩（Fig. 1C）：体は白色で，項部と

鰓蓋部に僅かに黒色色素胞がある．各鰭の地色は

半透明の白色で，各背鰭先端と臀鰭に黒色色素胞

がある．

分布　Eviota afelei は南日本からチモール海，

オーストリア北東岸，およびツアモツ諸島までの

太平洋に分布する（Greenfield and Winterbottom, 

Eviota afelei Eviota flavipinnata
KAUM–I. Number 123574 77947 86933 86959 123545 123576

 Locality Okinoerabu-jima 　 Kuchino-shima Taira-jima Taira-jima Okinoerabu-jima Okinoerabu-jima

 Standard length (mm) 9.5 　 19.3 16.7 17.6 17.8 15.5

 Sex Female Male Male Male Female Female

 Counts

  First dorsal-fin rays VI VI VI VI VI VI

  Second dorsal-fin rays I, 9 I, 9 I, 9 I, 9 I, 9 I, 9

  Anal-fin rays I, 8 I, 8 I, 8 I, 8 I, 8 I, 8

  Pectoral-fin rays 15 17 17 16 16 16

  Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5 I, 5 I, 5 I, 5

  Lateral scale rows fall off 23 24 24 24 24

  Transverse scale rows fall off 　 6 6 fall off 6 6

 Measurements (% of SL)

  Head length 29.6 29.5 29.5 29.8 31.2 29.3

  Snout length 5.8 6.2 6.6 6.0 6.6 6.1

  Eye diameter 8.9 9.1 9.5 9.9 10.1 10.1

  Upper-jaw length 10.0 11.5 11.3 11.8 11.7 10.9

  Body depth 16.7 20.2 20.6 16.9 18.0 20.5

  Origin of first dorsal fin 37.3 34.9 34.7 36.8 36.2 34.1

  Origin of second dorsal fin 56.2 57.0 57.3 56.3 57.1 56.0

  Origin of anal fin 62.9 58.3 57.2 59.7 59.2 57.5

  Caudal-peduncle length 22.7 26.6 26.2 24.1 24.2 26.5

  Caudal-peduncle depth 11.7 13.7 12.8 11.9 11.7 12.3

  Pectoral-fin length 28.5 33.5 33.2 31.5 29.4 broken
  Pelvic-fin length 30.4 　 30.4 31.0 33.1 29.8 29.7

Table 1. Counts and proportional measurements (%SL) of specimens of Eviota afelei and Eviota flavipinnata from the Tokara and Amami 
islands, Japan.
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2016；本研究）．日本国内では大隅諸島の口永良

部島，八重山諸島の竹富島と石垣島からのみ記録

されていた（林ほか，1981；木村ほか，2017）．

本研究によって新たに高知県柏島，奄美群島の沖

永良部島，および沖縄島における分布が確認され

た（Fig. 2）．

備考　観察標本は第 2 背鰭軟条数 9，臀鰭軟条

数 8，胸鰭上部 9 軟条が不分枝でそれより下部は

分枝する，腹鰭第 5 軟条が不分枝で短くその長さ

は第 4 軟条の 11.7%，腹鰭軟条間の鰭膜が未発達

である，前眼肩胛管に開孔 G がない，前鰓蓋管

に開孔 N’ および O’ があることなどの形態的特

徴 が，E. afelei の 再 記 載 を 行 っ た Lachner and 

Karnella (1980)，イソハゼ属の検索表を示した明

仁ほか（2013）や Greenfield and Winterbottom (2016)

の E. afelei の特徴と一致した．また，鰓蓋上部に

黒色斑がない，体側の鱗鞘縁辺はうすい黄色で

あることなどの色彩的特徴が明仁ほか（2013）と

一致した．

さらに，沖永良部島産 1 標本の生鮮時の色彩

（Fig. 1A, B）は Greenfield and Winterbottom (2016)

が掲載した E. afelei のカラー写真と体側の帯の色

を除き，よく一致する．しかし，沖永良部島産標

本の体側の帯は赤色がかった黄色を呈する（Fig. 

1A, B）のに対して，Greenfield and Winterbottom 

(2016; figs. 87, 91) では黒色または赤色を呈する．

この相違は個体変異または観察標本が体長 9.5 

mm とひじょうに小さいことから成長段階に起因

するものと判断した．したがって，沖永良部島産

の 1 標本（KAUM–I. 123574）はシマミドリハゼ E. 

afelei に同定された．

明仁ほか（2013）はシマミドリハゼの特徴と

Fig. 2. Distributional map of Eviota afelei (blue triangle) and Eviota flavipinnata (red circle). (A), map of southern Japan; (B), map of 
Japanese waters. Closed and open symbols indicate new and previous records, respectively.

Fig. 3. Preserved specimen of Eviota saipanensis collected from 
Tokuno-shima island, Amami Islands, Kagoshima, Japan 
(KAUM–I. 106561, 19.5 mm SL).
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して尾柄部後方に暗色点があるとした．しかし，

Greenfield and Winterbottom (2016) では暗色点の有

無について個体変異があることを報告している．

本研究で記載した標本では尾柄部後方の暗色点が

確認されなかった．

青柳（1949）は沖縄島から得られた標本を E. 

afelei と同定し，和名シマミドリハゼを提唱した．

しかし，青柳（1949）が記載した標本は体が鮮や

かな緑色，胸鰭基部に濃紅色の短い横帯がある

などの特徴から E. afelei の色彩の特徴と異なり，

ムスジイソハゼ Eviota saipanensis Fowler, 1945 に

近いと推察されるが，体側にある帯の本数など

は異なっており，標本の再検討が必要である．し

かし，この標本は現存しておらず（林，1995），

正確な種について結論を得ることができなかっ

た．

その後，林・伊藤（1978）は石垣島から得ら

れた 32 標本を E. afelei シマミドリハゼと同定し

たが，林ほか（1981）はイソハゼ属の再同定を行っ

た結果，5 個体［YCM-P 1757（1 個体，石垣島産），

YCM-P 1812（1 個体，石垣島産）YCM-P 2926（1

個体，竹富島産），YCM-P 4166（2 個体，石垣島産）］

を E. afelei シマミドリハゼに同定した．さらに，

明仁ほか（2013）は日本産ハゼ科魚類の取りま

とめの中で，青柳（1949），林・伊藤（1978），お

よび林ほか（1981）について言及し，林ほか（1981）

が シ マ ミ ド リ ハ ゼ と し て 示 し た 写 真 の 個 体

（YCM-P 4166：pl. 12-fig. 152）はミツバイソハゼ

Eviota punctulate Jewett and Lachner, 1983 であるこ

と明らかにした上で，YCM-P 2926 をシマミドリ

ハゼ E. afelei として作図，記載した．本研究に

おいても，標準和名の安定を図るため，明仁ほか

（2013）の見解にしたがい E. afelei の標準和名を

シマミドリハゼとする．また，明仁ほか（2013）

はシマミドリハゼ E. afelei の分布を西表島とし

た．しかし，前述のとおり，西表島から E. afelei

は採集されていないことから，この記録は誤りで

あると考えられる．

近年，木村ほか（2017）は鹿児島県口永良部

島から 1 標本に基づき，E. afelei を報告した．また，

Mochida and Motomura (2018) は奄美群島の徳之島

から 1 標本（KAUM–I. 106561）に基づき，本種

を報告した．これらの記録を検討した結果，徳之

島産の標本は体側に 6 本の黒色横帯がある（前方

の 2 本はやや不明瞭）ことや尾柄部後端中央に黒

色点があることなどからムスジイソハゼに同定

された（Fig. 3）．

これまでにシマミドリハゼは口永良部島，竹

富島，および石垣島以外から記録されておらず，

奄美群島の魚類相を包括的にまとめた本村ほか

（2018）と Nakae et al. (2018) にも本種は掲載され

ていない．したがって，沖永良部島産の 1 標本

（KAUM–I. 123574）は E. afelei の奄美群島からの

初めての記録となる．また，第 2 著者の鈴木は沖

Fig. 4. Fresh specimen of Eviota afelei collected from Okinawa-jima island, Okinawa Islands, Okinawa, Japan (OMNH-P 23943, female, 11.9 
mm SL).



94

Nature of Kagoshima Vol. 45 RESEARCH ARTICLES

Fig. 5. Fresh specimens of Eviota flavipinnata collected from Kuchino-shima island, Tokara Islands (A), Taira-jima island, Tokara 
Islands (B, C), and Okinoerabu-jima island, Amami Islands (D), Kagoshima, Japan (A, KAUM–I. 77947, male, 19.3 mm SL; B, 
KAUM–I. 86933, male, 16.7 mm SL; C, KAUM–I. 86959, male, 17.6 mm SL; D, KAUM–I. 123545, female, 17.8 mm SL).
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縄島から本種を確認している（参考標本；Fig. 4）．

さらに，高知県柏島で撮影された水中写真（KPM-

NR 91914）が本種に同定され，シマミドリハゼ

の北限記録であることが明らかになった（Fig. 2）．

Eviota flavipinnata Suzuki, Greenfield and Motomura, 2015

キビレイソハゼ　（Figs. 2, 5, 6; Table 1）

観察標本　5 個体（体長 15.5–19.3 mm）：KAUM–

I. 77947，雄，体長 19.3 mm，鹿児島県鹿児島郡

十 島 村 口 之 島 西 之 浜 漁 港 西 側（29°59′N, 129° 

54′E）， 水 深 5–10 m，2015 年 8 月 28 日， 手 網，

KAUM 魚類チーム；KAUM–I. 86933，雄，体長

16.7 mm，KAUM–I. 86959， 雄， 体 長 17.6 mm，

鹿児島県鹿児島郡十島村平島南之浜港入口（29° 

40′40″N, 129°31′56″E）， 水 深 20 m，2016 年 8 月

23 日， 手 網，KAUM 魚 類 チ ー ム；KAUM–I. 

123545，雌，体長 17.8 mm，KAUM–I. 123576，雌，

体長 15.5 mm，鹿児島県大島郡沖永良部島知名町

屋者沖（27°20′23″N, 128°36′07″E），水深 10–18 m，

2018 年 10 月 24 日，手網，田代郷国ほか．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示す．体は細長く，側扁する．吻端

はやや丸みを帯びる．鼻孔は 2 対で眼窩の直前に

位置する．管の先端に開く前鼻孔と円形の後鼻孔

は互いに接近する．口裂は斜位でやや大きい．上

顎後端は眼の中央直下に位置する．眼は大きく吻

長より大きい．両眼間隔は狭い．両顎歯は先端が

やや内側にまがった円錐歯である．

第 1 背鰭は三角形である．第 1 棘が最長で，雄

のそれは糸状によく伸長する．第 1 背鰭起部は胸

鰭基部後端上方よりやや後方に位置する．第 2 背

鰭と臀鰭の第 1–2 軟条は不分枝で，その他は先端

または基底部（最終軟条）で 2 分枝する．臀鰭起

部は第 2 背鰭第 1 軟条基部直下に位置する．胸鰭

は上部 10 軟条が不分枝で，それより下部は分枝

する．胸鰭後端は第 2 背鰭第 1–3 軟条基部直下に

達する．腹鰭起部は胸鰭基部後端直下に位置する．

左右の腹鰭間に膜蓋はなく，癒合膜は痕跡的であ

る．腹鰭第 4 軟条は 4–6（通常 4）本の分枝をもち，

各分枝間に 2–3（通常 3）分節がある．腹鰭第 5

軟条は不分枝で短く，その長さは第 4 軟条の

10.6–13.5（平均 12.0）%．腹鰭軟条間の鰭膜は未

発達である．腹鰭後端は倒すと臀鰭起部に達する．

尾鰭後縁は丸みを帯びる．頭部，項部，胸部，お

よび胸鰭基部は無鱗で，体は弱い櫛鱗でおおわれ

るが，腹部下面は円鱗である．

頭部には前眼肩胛管に開孔 B’，C(S)，D(S)，E，

F’ がある．前鰓蓋管に開孔 N’ および O’ がある．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 5）：体の地色はうす

い赤色で，体側の鱗鞘縁辺は黄色または褐色が

かった赤色である．頭部には小さな褐色点が散在

し，頬部のものは頭部背面のものより僅かに大き

い．鼻管は赤色である．虹彩は明るい黄色で，赤

色の放射状帯がある．鰓蓋部はやや濃い赤色で縁

取られる．腹部に 2 個，臀鰭基底部に 2–3 個，尾

柄部に 2–3 個の黒色がかった褐色斑がある．胸鰭

基部には褐色がかった赤色斑が 2 個ある．鰓蓋上

部，胸鰭基部，尾柄部，および尾鰭に明瞭な黒色

斑紋はない．胸鰭と腹鰭を除く各鰭の地色は鮮や

かな黄色または黄色がかった赤色で，黒色色素胞

が密集する．胸鰭と腹鰭は半透明の白色で，背鰭，

Fig. 6. Preserved specimens of Eviota flavipinnata collected form 
Kuchino-shima island, Tokara Islands (A), Taira-jima island, 
Tokara Islands (B), and Okinoerabu-jima island, Amami Islands 
(C), Kagoshima, Japan (A, KAUM–I. 77947, male, 19.3 mm 
SL; B, KAUM–I. 86933, male, 16.7 mm SL; C, KAUM–I. 
123576, female, 15.5 mm SL).
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臀鰭，および尾鰭の鰭条はうすい赤色である．

両背鰭の第 1 棘は白色で，小赤色斑が先端に向け

等間隔に並ぶ．第 1 背鰭第 5–6 棘間の鰭膜に 1 黒

色斑がある．第 1 背鰭第 1 棘から第 5 棘基部にか

けてやや不明瞭な白色斜帯がある．臀鰭縁辺は白

色で縁取られる．尾鰭基部上端と下端に小赤色斑

がある．

固定時の色彩（Fig. 6）：体は白色である．頭部

と鱗鞘縁辺に黒色色素胞がある．胸鰭基部に 2 個，

体側下部に 6–8 個の黒色斑がある．各鰭の地色は

半透明の白色で黒色色素胞が密集する．両背鰭の

第 1 棘に小黒色斑が等間隔に並ぶ．第 1 背鰭第

5–6 棘間の鰭膜に黒色斑がある．

分布　Eviota flavipinnata は鹿児島県の大隅諸島

口永良部島と奄美群島与論島からのみ記録され

ていた（Suzuki et al., 2015；木村ほか，2017）．本

研究によって新たにトカラ列島の口之島と平島お

よび奄美群島の沖永良部島から標本が得られた

（Fig. 2）．

備考　観察標本は第 2 背鰭軟条数 9，臀鰭軟条

数 8，胸鰭上部 10 軟条が不分枝でそれより下部

は分枝する，腹鰭第 5 軟条が不分枝で短くその長

さは第 4 軟条の 10.6–13.5（平均 12.0）%，前眼

肩胛管に開孔 G がない，鰓蓋上部，胸鰭基部，

尾柄部，および尾鰭に明瞭な黒色斑紋がない，背

鰭が鮮やかな黄色であることなどの特徴が原記載

と一致した（Suzuki et al., 2015）．以上のことから

トカラ列島と沖永良部島から得られた 5 標本はキ

ビレイソハゼ E. flavipinnata に同定された．

Suzuki et al. (2015) は E. flavipinnata を 1 個体に

基づき新種記載し，標徴の 1 つに臀鰭基部に黒色

斑が 2 個ある，臀鰭が赤色であるとした．本研究

で得られた 5 個体の追加標本により，新たに，臀

鰭基部の斑が 2–3 個ある，臀鰭が鮮やかな黄色ま

たは黄色がかった赤色であることの種内変異が明

らかになった． 

キビレイソハゼは鹿児島県の与論島から得ら

れた 1 個体に基づき新種記載された（Suzuki et 

al., 2015）．その後，木村ほか（2017）は本種を鹿

児 島 県 の 口 永 良 部 島 か ら 1 個 体（KAUM–I. 

90954）に基づき報告した．この標本は本研究で

もキビレイソハゼに同定された．これまで鹿児島

県の口永良部島と与論島以外から標本・写真は知

られていないため（Suzuki et al., 2015；木村ほか，

2017；Fig. 2），観察標本はキビレイソハゼのトカ

ラ列島と沖永良部島からの初めての記録となる．
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